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◉公転の証拠◉ 太陽の見かけの運動は，もし地球のまわりを太陽が回っ

ていても同じように見えるだろう。このため，太陽が地球のまわりを回ると

いう考え方(天動説)が 17世紀まで支配的であったが，地球が太陽のまわり

を回るという考え方(地動説)も，16世紀に
ポーランド，1473-1543
コペルニクスによって発表されて

いた。地球の公転は 17世紀になって， 5

10

ドイツ，1571-1630
ケプラーによって明らかにされ，ニ

ュートンによって理論的に裏づけられた。

地球が公転しているとすれば，公転に伴い， 1年を周期とする恒星の小さ

な見かけの動きがあるはずである。この動きの大きさを示す角を年
ねん

周
しゅう

視
し

差
さ a)

と

いい，角度の秒で表される(図 7 )。年周視差は 1″より小さく，観測が難し

かったため，1838∼1839年に
ドイツ，1784-1846
ベッセルが観測するまで測定できなかった。

年
周
視
差

恒星Ⅰ

恒星Ⅱ

恒星Ⅲ
1天文単位

地
球

太陽

地球の公転軌道

地球から見た
天球上での見かけの動き

A′B′

A′
B′

A′

A

B

B′

A′B′

A′
B′

A′B′

▲図 7 年周視差による恒星の見かけの動き

天球上での恒星の見かけの動きは，恒星の位置や距離によって異なる。
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